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東
日
本
大
震
災
か
ら
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
被

災
さ
れ
た
方
々
に
は
哀
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し

上
げ
ま
す
。
恒
例
に
な
ら
い
最
近
の
大
学
の

ニ
ュ
ー
ス
を
紹
介
い
た
し
ま
す
。

　

ま
ず
、
昨
年
度
の
管
理
栄
養
士
国
家
試
験
の
合

格
率
が
待
望
の
八
〇
％
台
を
超
え
ま
し
た
。
開
学

以
来
低
迷
を
続
け
て
い
た
合
格
率
も
管
理
栄
養
学

科
の
諸
先
生
方
と
「
国
試
対
策
室
（
責
任
者
、
福

山
君
子
：
専
門
八
期
生
）」
の
き
め
細
か
い
受
験

生
に
対
す
る
指
導
の
結
果
だ
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
本
年
度
の
就
職
状
況
は
不
況
の
影
響

で
厳
し
い
で
す
が
、
就
職
率
は
学
生
支
援
セ
ン

タ
ー
お
よ
び
諸
先
生
方
の
ご
尽
力
で
両
学
科
と

も
、
昨
年
並
み
か
や
や
劣
る
程
度
に
な
る
と
予
想
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三
月
二
十
日
に
学
位
記
授
与
式
が
わ
た
な
べ
記
念
館
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
第
四
期
生
一
二
七
名
が
聖
栄
会
に
入
会
さ
れ
ま
し
た
。

心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

東京聖栄大学第４期生学位記授与式

聖
栄
会
顧
問
・

学
長

福
澤
美
喜
男

し
て
お
り
ま
す
。

　

話
は
変
わ
り
ま
す
が
、
大
学
は
七
年
間
に
一
度

第
三
者
に
よ
る
認
証
評
価
を
受
け
る
義
務
が
あ
り
、

本
学
も
昨
年
七
年
目
を
迎
え
た
の
で
、
十
月
初
旬

に
日
本
高
等
教
育
評
価
機
構
に
よ
る
第
三
者
評
価

を
受
審
し
ま
し
た
。
正
式
な
結
果
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、不
合
格
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
も
申
し
上
げ
ま
し
た
が
、
文
科
省
は
大
学

の
教
育
研
究
施
設
拡
充
資
金
と
し
て
外
部
か
ら
の

募
金
を
推
奨
し
て
お
り
ま
す
。
本
学
も
こ
の
趣
旨

に
則
っ
て
一
般
か
ら
の
寄
付
を
お
願
い
し
て
い
ま

す
が
、
昨
年
か
ら
は
卒
業
生
の
皆
様
に
も
お
願
い

し
、多
く
の
方
々
か
ら
ご
賛
同
頂
い
て
お
り
ま
す
。

こ
の
募
金
は
五
カ
年
計
画
で
あ
り
、
全
会
員
に
お

願
い
す
る
計
画
に
な
っ
て
お
り
ま
す
の
で
是
非
と

も
ご
協
力
の
ほ
ど
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。な
お
、

募
金
の
金
額
が
一
口
五
万
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す

が
、
聖
栄
会
か
ら
「
一
口
五
万
円
で
二
口
以
上
で

は
、
協
力
し
に
く
い
金
額
だ
か
ら
、
卒
業
生
に
は

一
口
二
万
円
か
三
万
円
に
し
て
ほ
し
い
」
と
の
申

し
出
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、無
理
の
な
い
範
囲
で
、

よ
り
多
く
の
会
員
が
募
金
活
動
に
ご
協
力
く
だ
さ

る
こ
と
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
こ
の
寄
付
金
は

確
定
申
告
の
時
に
寄
付
金
控
除
の
対
象
に
な
る
こ

と
を
申
し
添
え
ま
す
。

　

以
前
か
ら
聖
栄
葛
飾
祭
（
大
学
祭
）
の
最
後
を

飾
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
餅
つ
き
大
会
に
聖
栄
会
か
ら

ご
寄
付
を
頂
い
て
お
り
ま
し
た
が
、
一
昨
年
か
ら

五
月
の
学
友
会
主
催
の
体
育
祭
に
も
聖
栄
会
か
ら

優
勝
チ
ー
ム
（
ク
ラ
ス
）
に
会
長
賞
と
参
加
率
の

最
も
よ
か
っ
た
ク
ラ
ス
に
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
が
贈

ら
れ
、
閉
会
式
に
華
を
添
え
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
近
年
は
同
窓
会
に
入
会
し
た
く
な
い
と
い

う
学
生
が
お
り
、
各
大
学
と
も
将
来
会
員
に
な
る

学
生
に
い
ろ
い
ろ
な
場
面
で
同
窓
会
の
存
在
を
知

ら
せ
る
こ
と
を
し
て
い
ま
す
の
で
、
同
窓
会
を
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
い
企
画
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
入
学
状
況
で
す
が
、
両
学
科
と
も
に
定

員
を
満
た
し
て
い
ま
す
。
例
年
定
員
割
れ
の
食
品

学
科
は
実
学
志
向
の
影
響
で
入
学
す
る
学
生
が
増

え
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
な
お
、
食
品
学
科
の

フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
コ
ー
ス
で
は
、
新
た
な
資
格

と
し
て
「
食
品
微
生
物
検
査
技
士
」
の
受
験
資
格

が
取
得
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
管
理
栄
養

学
科
で
は
栄
養
教
諭
の
養
成
を
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
が
学
内
の
動
き
で
す
が
、
同
窓
生
の
皆
様

に
は
、
お
近
く
に
お
越
し
の
折
は
是
非
大
学
を
訪

れ
て
、
近
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
聖
栄
会
会
員

の
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
て
ご
挨
拶

と
い
た
し
ま
す
。

で
す
。
皆
さ
ん
に
も
地
域
の
人
、
先
生
、
親
、
友

人
が
居
ま
す
、
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
。
後
援
会
会

長
さ
ん
は
、
挨
拶
を
き
ち
ん
と
す
る
こ
と
は
、
私

は
あ
な
た
の
味
方
で
す
よ
と
い
う
意
味
と
の
こ
と
。

努
力
し
て
に
こ
に
こ
す
る
こ
と
、
一
日
気
持
ち
よ
く

や
る
ぞ
と
い
う
心
が
け
が
大
切
で
す
。
ま
た
、
一
日

の
段
取
り
は
、
仕
事
の
難
し
い
こ
と
か
ら
始
め
る
と

よ
い
と
、
経
験
を
基
に
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
も
五
月
に
体
育
祭
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
聖

栄
会
か
ら
の
「
会
長
賞
」
と
「
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
賞
」

の
贈
呈
は
三
回
目
に
な
り
ま
す
が
大
変
好
評
で
、

青
春
の
力
を
出
し
切
る
花
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
の
聖
栄
会
総
会
は
、
六
月
三
日(

日)

に
開
催

さ
れ
、
総
会
後
、
多
目
的
ホ
ー
ル
に
て
懇
親
会
を

行
い
ま
す
。
今
年
ご
卒
業
の
第
四
期
生
幹
事
さ
ん

は
、
飯
島
隆
博
さ
ん
、
江
藤
伊
織
さ
ん
、
安
本
真

奈
美
さ
ん
、
本
間
優
理
亜
さ
ん
、
松
下
哲
也
さ
ん
、

渡
邉
太
一
さ
ん
で
す
。
皆
様
お
誘
い
合
わ
せ
の
上
、

ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

第
二
十
三
回
食
文
化
研
究
会
は
、
昨
年
十
月
二

日
に
パ
ス
タ
ハ
ウ
ス
・
Ａ
Ｗ
キ
ッ
チ
ン
で
行
わ
れ
ま

し
た
。
厳
選
さ
れ
た
旬
の
野
菜
の
オ
ブ
ジ
ェ
盛
を

フ
ォ
ン
ジ
ュ
形
式
で
堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
第

二
十
四
回
食
文
化
研
究
会
は
、
九
月
三
十
日(

日)

如

水
会
館
に
お
い
て
開
催
い
た
し
ま
す
。
東
京
會
舘

伝
統
の
最
高
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
シ
ェ
フ
の
お
話
を

伺
い
研
修
い
た
し
ま
す
。

　

今
年
の
聖
栄
葛
飾
祭
は
十
一
月
三
日
～
四
日
で

す
。
学
友
会
主
催
の
餅
つ
き
大
会
に
協
賛
、
ま
た

お
茶
席
を
設
け
て
、
皆
様
の
お
越
し
を
お
待
ち
し

て
お
り
ま
す
。

　

教
育
研
究
施
設
設
備
拡
充
資
金
の
募
金
も
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
今
年
か
ら

募
金
の
条
件
が
改
正
さ
れ
ま
し
て
、
コ
ン
ス
タ
ン
ト

に
毎
年
、
一
〇
〇
名
以
上
の
皆
様
か
ら
の
ご
寄
付
を

お
願
い
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

　

聖
栄
会
と
母
校
の
発
展
を
願
い
、
皆
様
方
の
ご
活

躍
と
ご
健
康
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

度
で
し
た
。
震
災
前
は
Ｍ
６
以
上
が
年
平
均
十
九

回
だ
っ
た
の
に
、
余
震
だ
け
で
九
十
七
回
も
あ
り
、

な
お
も
Ｍ
７
級
の
余
震
の
恐
れ
も
あ
る
と
の
こ
と
。

昨
年
九
月
現
在
で
、
首
都
圏
で
Ｍ
７
級
の
地
震
が

起
き
る
確
立
は
四
年
以
内
に
七
十
％
と
推
計
さ
れ

ま
し
た
が
、現
時
点
で
は
も
う
少
し
低
い
と
の
こ
と
。

何
時
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
巨
大
地
震
の
用
心
に

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

三
月
二
十
日
に
東
京
聖
栄
大
学
第
四
期
一
二
七

名
の
皆
様
が
ご
卒
業
な
さ
れ
、
聖
栄
会
会
員
と
し

て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で
き
、
心
よ
り
お
喜
び
を

申
し
上
げ
ま
す
。
卒
業
生
の
皆
様
に
は
、
卒
業
式

予
行
に
お
目
に
か
か
り
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
し
た
。

人
と
の
和
を
大
切
に
、
学
び
舎
で
得
た
友
を
一
生
の

友
と
し
て
く
だ
さ
い
。
社
会
貢
献
度
の
高
い
教
育

を
身
に
付
け
ら
れ
、
未
来
へ
の
希
望
は
大
で
す
が
、

一
任
職
が
多
い
中
、
自
分
で
考
え
行
動
す
る
力
と
、

他
者
と
協
力
す
る
力
を
持
っ
た
人
に
な
っ
て
下
さ

い
。
そ
の
中
で
悩
ま
れ
た
ら
す
ぐ
「
聖
栄
会
」
へ
、

母
校
と
社
会
で
得
た
、
豊
富
な
経
験
と
知
識
を
持
っ

た
会
で
す
。
是
非
事
務
局
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

と
申
し
上
げ
ま
し
た
。

　

卒
業
式
で
の
学
長
先
生
の
式
辞
で
は
、
こ
の
不

況
の
中
、
就
職
率
は
八
十
五
％
～
九
十
五
％
に
な

る
と
の
こ
と
で
し
た
。
校
訓
の「
熱
意
」「
誠
意
」「
創

意
」
の
三
意
の
意
味
を
も
う
一
度
思
い
起
こ
し
て
欲

し
い
。
一
生
懸
命
に
仕
事
を
し
、
周
り
の
人
と
仲
良

く
す
る
こ
と
。
や
る
気
を
持
つ
こ
と
。
人
生
に
は
山

や
谷
が
あ
る
。
部
下
に
は
適
切
な
指
導
が
で
き
る

よ
う
、
指
導
力
を
身
に
付
け
る
努
力
を
し
て
花
を

咲
か
せ
る
よ
う
、
健
康
に
注
意
し
励
む
よ
う
願
い

ま
す
。

　

ご
来
賓
祝
辞
で
は
、
社
会
は
大
変
な
状
況
に
あ

る
が
、
人
生
を
し
っ
か
り
と
歩
ん
で
欲
し
い
と
の
言

葉
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
震
災
で
高
田
松
原

の
松
が
一
本
だ
け
残
り
ま
し
た
。
震
災
を
受
け
た
小

学
生
が
、
自
分
は
地
域
の
人
が
温
か
く
見
守
っ
て

く
れ
た
か
ら
、
生
き
残
っ
た
の
だ
と
話
さ
れ
た
そ
う

ご
挨
拶

　

昨
年
、
平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し

た
東
日
本
大
震
災
は
、
日
本
に
お
け
る
未
曾
有
の

大
災
害
と
な
っ
て
、
東
日
本
に
甚
大
な
被
害
を
も

た
ら
し
ま
し
た
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
方
々
や
関
係

者
の
皆
様
に
、
あ
ら
た
め
て
、
心
よ
り
ご
冥
福
と

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

福
島
第
一
原
発
は
、
日
本
で
初
め
て
の
非
常
事

態
と
な
り
ま
し
た
。
日
本
の
原
子
力
は
五
十
四
基

あ
る
と
の
こ
と
。「
原
子
炉
圧
力
容
器
が
劣
化
し
て

い
る
公
算
が
大
き
い
と
い
う
。
四
十
年
と
い
わ
ず
、

三
十
年
の
原
発
も
即
廃
炉
す
べ
き
だ
」
と
い
う
声

に
、｢

配
管
も
炉
内
の
構
造
物
も
傷
ん
だ
ら
交
換
す

れ
ば
よ
い
、
寿
命
は
延
ば
せ
る｣

と
、
原
子
力
安
全
・

保
安
院
の
答
え
に
、「
脱
原
発
」｢

脱
原
発
依
存｣

の
立
場
を
超
え
て
、
再
稼
動
を
認
め
て
大
丈
夫
か

と
、
意
見
は
一
致
し
て
い
る
と
聞
く
。
世
界
の
中
で

日
本
が
今
、「
発
電
も
核
燃
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
も
や

め
た
」
と
言
え
な
い
事
情
が
あ
る
の
は
、
使
用
済
み

燃
料
に
含
ま
れ
る
プ
ル
ト
ニ
ウ
ム
は
、
核
兵
器
の
材

料
に
な
る
か
ら
。
燃
料
と
し
て
使
い
切
る
こ
と
が
望

ま
し
い
と
言
っ
て
も
、
使
用
済
み
核
燃
料
の
最
終
処

聖
栄
会
会
長

荻
野

　薫
子

ご
あ
い
さ
つ

分
地
が
決
ま
っ
て
な
く
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

問
題
の
土
壌
の
セ
シ
ウ
ム
は
半
減
期
が
二
年
と

三
十
年
の
も
の
が
一
対
一
の
比
で
存
在
す
る
こ
と
が

判
明
し
、
そ
の
結
果
セ
シ
ウ
ム
は
十
年
後
ま
で
は
、

大
幅
に
下
が
り
、
そ
の
五
年
後
は
六
割
、
十
年
で

七
割
、
三
十
年
で
八
十
五
％
減
少
す
る
こ
と
に
な

る
と
、
第
一
原
発
か
ら
半
径
一
〇
〇
キ
ロ
圏
内
の
土

壌
調
査
の
結
果
で
算
出
さ
れ
ま
し
た
。
原
発
か
ら

西
約
二
キ
ロ
地
点
が
約
一
マ
イ
ク
ロ
シ
ー
ベ
ル
ト
に

下
が
る
年
数
は
、
一
二
六
年
に
も
な
る
と
の
こ
と
で

す
。
民
家
の
敷
地
、
山
谷
を
大
規
模
に
削
る
と
い

う
徹
底
除
染
に
は
、一
兆
数
億
円
か
か
り
と
い
う
が
、

私
達
に
と
っ
て
は
、除
染
し
て
い
た
だ
く
外
は
な
い
。

　

ド
イ
ツ
の
脱
原
発
の
決
定
は
正
し
か
っ
た
と
聞

く
。
福
島
の
事
故
か
ら
四
ヵ
月
後
、
十
七
基
あ
る

全
原
発
を
、
昨
年
は
一
気
に
八
基
を
停
止
し
た
が
、

停
電
も
起
き
ず
、
風
力
発
電
量
が
増
え
、
電
力
を

輸
出
に
回
す
余
力
さ
え
生
ま
れ
た
と
の
こ
と
。
風

力
発
電
、
太
陽
光
発
電
、
地
熱
発
電
等
の
自
然
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
、
着
実
に
国
を
あ
げ
て
伸
ば
し
て
欲

し
い
と
願
い
ま
す
。

　

こ
の
一
年
で
震
度
一
以
上
の
地
震
は
一
万
回
以

上
、
過
去
十
年
は
毎
年
一
二
〇
～
二
三
〇
〇
回
程
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平
成
二
十
四
年
度

　定
期
総
会
開
催
の
ご
案
内

　平
成
二
十
三
年
度
聖
栄
会
総
会
が
六
月
五
日
（
日
）、
東
京
聖
栄
大
学
に

お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　永
野
氏
（
短
大
三
期
）
と
桜
井
氏
（
専
門
六
期
）
が
議
長
に
選
出
さ
れ
、

議
事
に
入
り
ま
し
た
。

平
成
二
十
三
年
度  

定
期
総
会
開
催

　

荻
野
会
長
（
専
門
二
期
）
よ
り
次
の
よ

う
な
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
三
月
十
一
日
の
東
日
本
大
震
災
は
皆

様
、
大
丈
夫
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
？
未
曾

有
の
大
震
災
で
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
に

は
、
ご
冥
福
と
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま

す
。
大
学
で
は
、
卒
業
式
を
延
期
し
、
学

位
記
授
与
式
を
三
月
二
十
二
日
に
内
輪
で

行
い
ま
し
た
。
新
会
員
百
四
十
名
を
迎
え

ま
し
た
。
卒
業
生
が
少
な
く
な
っ
た
現
状

を
ふ
ま
え
会
費
徴
収
制
度
を
改
定
す
る
た

め
、
会
則
を
改
正
し
ま
し
た
。
十
年
会
費

と
し
、
在
学
生
、
卒
業
生
か
ら
も
会
費
を

徴
収
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。」

　

引
き
続
き
報
告
、
議
事
と
進
行
さ
れ
ま

し
た
。

　

荒
木
氏（
短
大
九
期
）か
ら
平
成
二
十
二

年
度
事
業
報
告
、
篠
原
氏
（
短
大
三
十
三

期
）
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
会
計
報
告
が

あ
り
、
会
員
の
拍
手
を
以
て
承
認
さ
れ
ま

し
た
。
続
い
て
二
十
三
年
度
事
業
計
画
案

と
予
算
案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

　

役
員
改
正
に
伴
い
、
新
役
員
が
選
出
さ

れ
ま
し
た
。

　

会
長　
　

荻
野　

薫
子
（
専
門
２
期
）

　

副
会
長　

永
野　

幸
枝
（
短
大
３
期
）

　
　
　
　
　

高
橋　

興
亜
（
専
門
７
期
）

　

総
務　
　

荒
木　

裕
子
（
短
大
９
期
）

　
　
　
　
　

飯
田
真
由
美
（
短
大
37
期
）

　
　
　
　
　

立
川　

知
子
（
短
大
３
期
）

　

庶
務　
　

内
堀　

恵
子
（
専
門
９
期
）

　
　
　
　
　

青
野　

友
美
（
大
学
１
期
）

　
　
　
　
　

山
本　

浩
作
（
大
学
１
期
）

　

会
計　
　

浦
野　

史
子
（
短
大
11
期
）

　
　
　
　
　

哥　
　

亜
紀
（
短
大
39
期
）

　

監
査　
　

牛
沢　

良
美
（
短
大
27
期
）

　
　
　
　
　

吉
田
真
知
子
（
短
大
38
期
）

　

書
記　
　

川
島　

早
苗
（
短
大
９
期
）

　
　
　
　
　

山
内
な
つ
き
（
大
学
３
期
）

　

総
会
は
終
了
し
、
引
き
続
き
懇
親
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
食
文
化
研
究
会
は
、
港
区
白
金

高
輪
に
あ
る
イ
タ
リ
ア
料
理
の
Ａ
Ｗ
キ
ッ

チ
ン
・
ラ
・
プ
ラ
デ
ィ
ー
ナ
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
駅
か
ら
数
分
の
ビ
ル
一
階
に
あ

り
、
オ
ー
ナ
ー
シ
ェ
フ
の
「
パ
ス
タ
で
元

気
に
」・「
パ
ス
タ
で
ハ
ッ
ピ
ー
」
を
モ
ッ

ト
ー
に
作
ら
れ
た
パ
ス
タ
と
新
鮮
野
菜
が

自
慢
の
お
店
で
す
。
野
菜
は
全
国
の
契
約

農
家
の
畑
か
ら
厳
選
さ
れ
た
旬
の
も
の
が

使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
参
加
者
の
皆
さ
ん

か
ら
は
、
旬
の
野
菜
が
生
け
花
の
よ
う
に

卒業生の国家試験対策を
実施しています。
ホームページで卒業生用国試
対策を開始しました。
管理栄養士国家試験に合格す
るために模擬試験を受験した
い方はどうぞ！！

http://www.tsc-05.ac.jp/

↑ここから入れます。

盛
ら
れ
た
バ
ー
ニ
ャ
カ
ウ
ダ
は
絶
品
と
大

変
好
評
で
し
た
。

　

パ
ス
タ
の
達
人
の
用
意
す
る
メ
ニ
ュ
ー

は
、
ど
れ
も
た
っ
ぷ
り
の
新
鮮
野
菜
が
組

み
合
わ
さ
れ
て
、
季
節
感
溢
れ
る
美
味
し

い
お
料
理
で
し
た
。
ま
た
、
め
ず
ら
し
い

お
野
菜
も
使
わ
れ
て
お
り
、
オ
ー
ナ
ー
か

ら
は
丁
寧
な
説
明
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
落
ち
着
い
た
雰
囲
気
の
中
で
、
ゆ
っ

く
り
と
お
食
事
が
で
き
、
ど
の
料
理
も
目

と
舌
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
も
の
で
し
た
。

　

平
成
二
十
四
年
度
の
定
期
総
会
な
ら
び
に
懇
親
会
を
左
記
の
通
り
開
催
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

◎
日

　
　時　
　

六
月
三
日(

日)

　
　
　
　
　
　
　

定
期
総
会　

十
一
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会　
　

十
二
時
三
十
分
か
ら

◎
会

　
　場　
　

総　

会　
　

東
京
聖
栄
大
学
別
館
四
階
会
議
室

　
　
　
　
　
　
　

懇
親
会　
　

多
目
的
ホ
ー
ル

◎
懇
親
会
費　
　

一
〇
〇
〇
円

　

懇
親
会
は
多
目
的
ホ
ー
ル
で
開
催
い
た
し
ま
す
。
皆
様
お
誘
い
あ
わ
せ
の
上
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
同
封
の
ハ
ガ
キ
で
五
月
二
十
日
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
会
費
は
当
日
い
た

だ
き
ま
す
。
な
お
、
欠
席
さ
れ
る
場
合
で
も
必
ず
委
任
状
を
ご
投
函
願
い
ま
す
。）

　

食
文
化
研
究
会
も
第
二
十
四
回
を
迎
え
ま
す
。
今
回
は
東
京
會
舘
伝
統
の
フ
ラ
ン
ス

料
理
の
研
修
で
す
。
会
場
は
皇
居
周
辺
の
緑
も
美
し
い
如
水
会
館
で
す
。
如
水
会
館
は

都
心
と
は
思
え
な
い
落
ち
着
き
と
ぬ
く
も
り
の
あ
る
雰
囲
気
を
持
ち
、
そ
の
料
理
の
美

味
し
さ
は
舌
の
こ
え
た
多
く
の
文
人
た
ち
か
ら
贔
屓
に
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
食
文
化
研

究
会
で
は
、
東
京
會
舘
伝
統
の
フ
ラ
ン
ス
料
理
を
庭
園
の
緑
を
窓
越
し
で
眺
め
ら
れ
る

け
や
き
の
間
で
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
な
お
、
お
料
理
の
メ
ニ
ュ
ー
は
食
文
化
研

究
会
の
た
め
に
考
案
さ
れ
た
も
の
で
、
今
回
は
特
別
に
森
田
信
夫
総
料
理
長
の
解
説
付

き
で
お
食
事
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
料
理
の
素
晴
ら
し
さ
を
多
く
の

方
に
堪
能
し
て
い
た
だ
き
た
く
、
左
記
の
通
り
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。
皆
様
の
ご
参
加

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

記

日

　
　時　
　

九
月
三
十
日
（
日
）
十
二
時
か
ら

会

　
　場　
　

如
水
会
館　

三
階
け
や
き
の
間

　
　
　
　
　
　

東
京
都
千
代
田
区
一
橋
二
︱
一
︱
一

参
加
費　
　

六
〇
〇
〇
円

募
集
定
員　
　

三
十
名

　
　
　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
で
お
早
め
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
）

集
合
場
所　
　

如
水
会
館　

三
階　

十
一
時
四
十
五
分
に
ご
集
合
く
だ
さ
い
。

ご
参
加
ご
希
望
の
方
は
東
京
聖
栄
大
学
食
品
学
第
二
研
究
室
・
荒
木
か
総
務
課
飯
田
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　

電
話　

〇
三
︱
三
六
九
二
︱
〇
二
一
一
〈
内
線
六
〇
五
〉

参
加
者
の
皆
様
に
は
詳
し
い
案
内
を
送
付
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

幹
事　

短
大
九
期　
　

荒　

木

第
二
十
三
回

　食
文
化
研
究
会
開
催
さ
れ
る

管理栄養士
国家試験に
チャレンジ

している皆様へ

第
二
十
四
回

　食
文
化
研
究
会
開
催
の
ご
案
内
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母
校
を
思
う
長
い
年
月

　

今
年
の
一
月
に
古
希（
七
十
歳
）を
迎
え
、

こ
れ
か
ら
ど
の
よ
う
に
生
き
る
の
か
、
自

分
と
向
き
合
い
考
え
る
節
目
の
年
に
な
り

ま
し
た
。
振
り
返
り
ま
す
と
、昭
和
三
十
五

年
の
春
に
高
校
を
卒
業
し
、
郷
里
の
北
海

道
か
ら
東
京
に
出
て
、
聖
徳
栄
養
専
門
学

校
に
入
学
し
た
当
時
は
、
期
待
と
不
安
で

胸
が
一
杯
だ
っ
た
こ
と
が
思
い
出
さ
れ
ま

す
。
な
ぜ
、
栄
養
士
を
志
し
た
の
か
と
問
わ

れ
て
も
、
特
別
な
思
い
が
あ
っ
た
わ
け
で

は
な
く
、
大
学
進
学
の
道
が
絶
た
れ
た
こ

と
を
不
憫
に
思
っ
た
父
の
勧
め
に
従
っ
た

だ
け
の
不
純
な
動
機
で
し
た
。
た
だ
嬉
し

か
っ
た
の
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
も
勧
め

ら
れ
た
こ
と
を
父
に
告
げ
る
と
「
経
済
的

に
苦
し
い
け
れ
ど
、
そ
の
こ
と
は
心
配
し

な
い
で
東
京
で
勉
強
し
な
さ
い
」
と
両
親

か
ら
の
返
事
を
も
ら
っ
た
こ
と
で
す
。

　

入
学
が
決
定
し
大
都
会
を
夢
見
て
上
京

し
ま
し
た
が
、
新
小
岩
は
想
像
と
は
随
分

と
違
い
木
造
建
築
が
多
く
高
層
建
築
は
少

な
く
、
心
落
ち
し
た
よ
う
な
記
憶
が
あ
り

ま
す
。
入
学
当
時
の
学
校
は
、
現
在
の
大

学
の
姿
と
は
違
い
、
門
に
入
る
と
左
側
が

栄
養
学
校
、
右
手
の
手
前
に
事
務
所
、
そ

の
先
が
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
校
で
し
た
。
そ
の

裏
手
の
細
い
通
り
に
面
し
て
、
手
前
が
女

子
寮
（
橘
寮
）
そ
の
並
び
の
奥
に
私
が
入

寮
し
て
い
た
男
子
寮
（
菊
華
寮
）
が
あ
り
、

今
で
も
数
々
の
思
い
出
が
蘇
っ
て
く
る
場

所
で
す
。
当
初
は
す
ぐ
に
寮
生
と
親
し
く

な
れ
な
い
た
め
に
、
毎
晩
床
に
就
く
と
郷

里
を
思
い
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に
陥
る
こ
と
も

し
ば
し
ば
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、
学
園
生

活
は
楽
し
い
こ
と
ば
か
り
で(

辛
い
の
は

勉
強)

、
月
日
の
経
つ
の
が
早
く
、
あ
っ

と
い
う
間
に
二
年
次
に
な
り
ま
し
た
。
後

期
に
入
り
就
職
活
動
を
し
ま
し
た
が
決
ま

ら
ず
、
卒
業
間
近
に
な
り
、
や
っ
と
希
望

し
て
い
た
病
院
か
ら
の
求
人
が
あ
り
、
国

立
病
院
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

最
初
は
辛
い
現
場
業
務
で
し
た
が
、
辛
抱

し
た
甲
斐
が
あ
り
父
と
同
じ
栄
養
士
の
道

を
進
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

昭
和
四
十
六
年
秋
に
は
、
上
司
か
ら
国

立
病
院
総
合
医
学
会
で
研
究
発
表
を
し
て

み
た
ら
ど
う
か
と
提
案
さ
れ
、「
食
用
油
の

酸
化
」
と
題
し
て
研
究
発
表
を
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
当
時
の
私
は

知
識
が
乏
し
く
経
験
も
な
い
の
で
、
研
究

を
進
め
る
に
は
専
門
の
先
生
に
援
助
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
と
の
思
い
で
、
母
校

の
福
澤
美
喜
男
先
生
（
現
理
事
長
・
学
長
）

に
お
願
い
し
、
心
温
ま
る
熱
心
な
ご
指
導

を
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
お
陰
で
満
足
で
き

る
、
ま
た
評
価
に
値
す
る
研
究
発
表
を
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
発
表
の
前
々
日

に
長
女
が
生
ま
れ
、
病
院
に
立
ち
寄
り
顔

を
見
て
か
ら
学
会
開
催
地
の
札
幌
に
向
か

い
ま
し
た
が
、
私
に
と
っ
て
は
生
涯
忘
れ

る
こ
と
の
で
き
な
い
年
に
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
転
勤
に
よ
り
七
施
設
の
国
立

病
院
に
勤
務
し
、
平
成
十
四
年
に
定
年
退

官
に
な
り
、
四
十
年
間
の
国
立
病
院
生
活

と
別
れ
を
告
げ
ま
し
た
。
退
官
後
は
知
人

の
紹
介
で
栄
養
専
門
学
校
に
勤
務
し
現
在

に
至
っ
て
お
り
ま
す
が
、早
十
年
が
経
ち
、

母
校
を
卒
業
し
て
五
十
年
間
（
半
世
紀
）、

栄
養
関
係
の
仕
事
を
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
私
は
、
自
分
の
努
力
が
些

い
さ
さ
か
な
り
と

も
聖
栄
の
発
展
に
繋
が
る
の
で
は
と
頑

張
っ
て
き
ま
し
た
。
聖
栄
会
の
方
々
も
、

今
の
自
分
が
あ
る
の
は
聖
栄
の
キ
ャ
ン
パ

ス
で
培
わ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
〝
自

慢
〟
し
て
下
さ
い
。
そ
し
て
、
聖
栄
の
看

板
を
背
負
い
、
自
信
と
誇
り
を
持
っ
て

堂
々
と
歩
ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

人
生
の
転
換
期
に
栄
養
士
の

資
格
が
生
き
ま
し
た

　

そ
れ
は
三
十
三

歳
、
主
人
の
事
業

の
失
敗
に
よ
り
子

供
た
ち
も
手
が
か
か
ら
な
く
な
っ
て
い
た

為
、
さ
あ
就
職
と
い
っ
た
時
、
運
良
く
地

元
に
企
業
誘
致
に
よ
り
製
菓
製
造
会
社（
お

菓
子
工
場
）が
で
き
ま
し
た
。大
学
卒
業
後
、

就
職
も
せ
ず
結
婚
し
職
歴
が
殆
ど
無
い
上
、

高
校
が
商
業
科
で
し
た
の
で
、
事
務
員
と

し
て
の
職
種
を
希
望
し
て
面
接
に
臨
み
ま

し
た
。
と
こ
ろ
が
履
歴
書
に
栄
養
士
の
記

載
が
あ
っ
た
の
で
、「
お
菓
子
は
好
き
で
す

か
」
と
聞
か
れ｢

ハ
イ｣

と
答
え
ま
し
た
。

そ
し
て
採
用
さ
れ
た
配
属
部
署
は
商
品
開

発
室
で
し
た
。
仕
事
内
容
は
、
焼
き
菓
子

の
オ
リ
ジ
ナ
ル
商
品
の
開
発
・
品
質
管
理
・

工
場
内
衛
生
管
理
と
全
て
初
め
て
の
仕
事

で
し
た
。
学
生
の
時
は
勉
強
よ
り
遊
び
を

優
先
し
て
い
た
自
分
で
し
た
が
、
今
の
仕

事
に
就
い
て
か
ら
は
、
勉
強
し
ま
し
た
ね
。

で
も
、
毎
日
が
楽
し
か
っ
た
で
す
。
常
に
、

他
社
と
同
じ
も
の
を
考
え
て
は
何
も
始
ま

ら
な
い
。
他
社
製
品
と
は
違
う
何
か
を
、

そ
し
て
夢
が
あ
っ
て
お
い
し
い
お
菓
子
。

も
ち
ろ
ん
工
場
ラ
イ
ン
に
見
合
う
（
利
益

を
生
む
）
も
の
を
考
え
続
け
ま
し
た
。
あ

る
と
き
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
か
ら
「
お
菓
子
の

家
」
の
企
画
の
依
頼
が
入
り
ま
し
た
。
社

名
の
「
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ス
」
は
お
菓
子
の

家
の
意
味
の
由
来
も
あ
り
、
そ
の
企
画
は

頑
張
っ
て
プ
レ
ゼ
ン
し
て
通
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
苦
労
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
う

し
て
も
う
十
年
以
上
に
も
な
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
前
か
ら
お
菓
子
の
家
の
ブ
ー

ム
が
始
ま
り
、
一
昨
年
は
日
本
橋
の
高
島

屋
デ
パ
ー
ト
か
ら
、
お
菓
子
の
家
を
直
接

販
売
し
て
欲
し
い
と
要
望
が
あ
り
、
ク
リ

ス
マ
ス
の
み
の
出
店
を
し
ま
し
た
。
直
接

お
客
様
の
顔
が
見
え
る
場
所
で
の
販
売

は
、
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
最
近
の

ク
リ
ス
マ
ス
は
ケ
ー
キ
を
囲
ん
で
の
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
な
く
、
み
ん
な
で
お
菓
子
の

家
を
組
み
立
て
て
〝
き
ず
な
〟
作
り
が
好

ま
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
ね
。

　

ま
た
、
気
持
ち
を
伝
え
る
お
菓
子
と
し

て
、
ク
ッ
キ
ー
に
ア
イ
シ
ン
グ
を
施
し
た

「
デ
コ
ラ
テ
ィ
ブ
ク
ッ
キ
ー
」
に
つ
い
て

も
入
社
間
も
な
い
頃
か
ら
手
が
け
て
い
ま

し
た
。
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
も

す
ご
い
人
気
で
し
た
が
、
数
年
前
か
ら
東

京
で
も
需
要
が
増
え
て
お
り
ネ
ッ
ト
で
の

ア
ク
セ
ス
も
多
く
注
文
が
入
っ
て
き
ま

す
。
伝
わ
る
も
の
、
ハ
ン
ド
メ
イ
ド
性
の

あ
る
お
菓
子
を
お
客
様
は
求
め
ら
れ
て
い

る
と
今
の
流
通
の
傾
向
を
感
じ
ま
す
。

　

㈱
ヘ
ク
セ
ン
ハ
ウ
ス
は
小
さ
な
会
社
で

は
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
業
界
で
も
か
な
り

熟
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
メ
ジ
ャ
ー
な

企
業
か
ら
も
オ
フ
ァ
ー
が
か
か
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
ま
た
近
年
で
は
、
母
校
の

東
京
聖
栄
大
学
か
ら
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

の
学
生
を
受
け
入
れ
、
後
輩
の
育
成
に
協

力
す
る
余
裕
も
出
て
き
ま
し
た
。

　

今
思
う
と
、
就
職
の
入
り
口
で
は
資
格

で
も
入
社
し
た
ら
自
分
の
頑
張
り
で
人
生

が
開
け
て
い
く
の
だ
と
、
こ
の
年
齢
に
な

り
感
じ
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
聖
徳
で
学
ん
で

良
か
っ
た
な
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

学
力
優
位
だ
け
で
は
な
く
、
自
分
の
意
志

を
し
っ
か
り
貫
け
る
学
生
の
育
成
に
期
待

し
て
、
今
後
の
聖
栄
会
の
活
動
に
協
力
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

母
校
を
巣
立
っ
て

　

東
京
聖
栄
大
学
を
卒
業
し
、
気
づ
け
ば

も
う
二
年
目
を
迎
え
て
お
り
ま
す
。

　

学
生
の
こ
ろ
、
社
会
人
に
な
る
と
時
間

が
過
ぎ
る
の
は
あ
っ
と
い
う
間
、
と
は
聞

い
て
お
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
か
こ
れ
ほ
ど

と
は
…
と
あ
ま
り
の
時
間
の
流
れ
の
差
に
、

充
実
し
た
社
会
人
生
活
を
楽
し
む
一
方
で
、

大
学
生
活
の
の
ん
び
り
し
た
日
々
を
懐
か

し
く
感
じ
る
と
き
も
多
々
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
こ
を
卒
業
し
就
職
し
て
い
く
方
は
栄

養
士
や
食
品
衛
生
監
視
員
な
ど
、
大
学
で

取
れ
る
資
格
を
基
に
し
た
就
職
先
が
ほ
と

ん
ど
か
と
思
い
ま
す
が
、
私
の
場
合
は
若

干
異
な
り
、
百
貨
店
、
伊
勢
丹
新
宿
店
の

グ
ラ
ン
ド
カ
ー
ヴ
と
い
う
ワ
イ
ン
・
洋
酒

売
り
場
に
て
勤
務
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

一
見
こ
の
売
り
場
で
は
大
学
で
学
ん
だ

こ
と
が
あ
ま
り
活
か
さ
れ
な
い
の
で
は
な

い
か
と
考
え
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
か
と

思
い
ま
す
が
（
現
に
私
自
身
そ
う
思
っ
て

お
り
ま
し
た
）
む
し
ろ
逆
で
す
。
百
貨
店

に
ご
来
店
さ
れ
る
お
客
さ
ま
は
「
安
心
・

安
全
」
を
求
め
て
い
る
方
が
多
く
、
そ
れ

は
つ
ま
り
販
売
員
の
知
識
が
伴
っ
て
い
る

こ
と
、
食
の
知
識
を
多
岐
に
わ
た
り
把
握

し
て
い
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
き
ま
す
。

昨
今
の
震
災
に
始
ま
り
、
放
射
能
の
問
題

が
あ
が
っ
て
か
ら
そ
れ
は
さ
ら
に
高
ま

り
、
常
に
最
新
の
情
報
を
キ
ャ
ッ
チ
し
て

い
る
こ
と
や
ど
の
成
分
が
安
全
な
の
か
、

な
に
を
ど
う
摂
取
す
る
の
が
重
要
な
の
か

な
ど
、
食
の
ニ
ー
ズ
や
お
客
さ
ま
の
動
向

を
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
一
伊
勢
丹
の
社

員
と
し
て
求
め
ら
れ
、
ま
た
そ
の
結
果
が

お
客
さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
こ
と

と
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
ま
た
、
ワ
イ
ン

の
醸
造
の
仕
組
み
や
運
搬
の
仕
方
や
ど
う

い
っ
た
化
学
式
で
ア
ル
コ
ー
ル
が
作
ら

れ
、
ど
う
体
に
影
響
す
る
の
か
、
オ
ー
ガ

ニ
ッ
ク
と
そ
う
で
な
い
も
の
は
農
作
物
に

は
な
ん
の
違
い
が
あ
る
の
か
な
ど
、
四
年

間
の
授
業
や
実
験
で
培
っ
て
き
た
も
の
が

社
会
人
と
な
っ
た
今
、
ど
れ
だ
け
重
要

だ
っ
た
の
か
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

　

入
社
し
て
か
ら
一
番
強
く
感
じ
た
こ
と

は
、
学
生
の
と
き
も
っ
と
さ
ま
ざ
ま
な
経

験
や
知
識
を
身
に
つ
け
て
お
き
た
か
っ
た

と
い
う
こ
と
で
す
。
い
く
ら
休
み
が
あ
る

と
は
い
え
（
弊
社
は
雇
用
形
態
に
も
よ
り

ま
す
が
一
週
間
ほ
ど
の
希
望
休
を
頂
戴
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
）
学
生
ほ
ど
の
長
期

休
み
が
あ
る
と
は
い
え
ま
せ
ん
。
自
ら
関

心
の
あ
る
こ
と
、
も
っ
と
深
掘
り
し
た
い

と
思
っ
た
こ
と
は
実
行
す
る
、
日
常
疑
問

に
思
っ
た
こ
と
（
記
載
さ
れ
て
い
る
成
分

が
食
品
の
味
や
体
内
に
ど
ん
な
影
響
を
与

え
て
い
る
の
か
等
）
は
質
問
し
て
み
る
な

ど
、
経
験
と
知
識
を
身
に
つ
け
る
こ
と
で

ど
ん
ど
ん
自
分
の
中
に
あ
る
可
能
性
を
広

げ
て
い
け
れ
ば
、
も
っ
と
違
っ
た
見
方
で

今
の
仕
事
を
楽
し
め
る
の
で
は
と
思
う
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

と
は
言
え
、
他
の
ど
の
大
学
に
も
い
な
い

よ
う
な
素
晴
ら
し
い
教
授
や
助
手
の
方
、
四

年
間
ク
ラ
ス
制
と
い
う
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
さ
、

こ
の
大
学
に
し
か
な
い
魅
力
を
十
分
に
体

感
し
な
が
ら
大
学
生
活
を
エ
ン
ジ
ョ
イ
で

き
た
と
思
う
の
も
事
実
で
す
。
こ
れ
か
ら
も

東
京
聖
栄
大
学
で
培
っ
た
技
術
や
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
糧
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

と
の
出
会
い
を
通
し
て
自
分
を
よ
り
大
き

く
成
長
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
は
な
り
ま
し
た
が
、
東
京
聖
栄

大
学
を
始
め
聖
栄
会
の
皆
さ
ま
の
ご
発
展

と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お知らせ

●入試説明会

第１回 ６月16日（土）

第２回 ６月30日（土）

●オープンキャンパス

第１回 ７月14日（土）

第２回 ７月28日（土）

第３回 ８月４日（土）

第４回 ８月25日（土）

●受験相談会

第１回 ９月15日（土）

第２回 10月13日（土）

第３回 10月20日（土）

第４回 11月24日（土）

第５回 12月１日（土）

第６回 ３月下旬（土）

お問い合わせは
電話03-3692-0238

入学相談室まで

◆
聖
栄
葛
飾
祭
の
ご
案
内

　本
年
も
聖
栄
葛
飾
祭
が
母
校
で
開
催
さ

れ
ま
す
。
皆
様
お
揃
い
で
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。
聖
栄
会
で
は
別
館
四
階
の
会
場
で

お
茶
席
を
開
き
ま
す
。
ご
来
場
い
た
だ
い

た
皆
様
に
ゆ
っ
く
り
と
寛
い
で
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
会
員
以
外
の
方
、
本

学
の
学
生
の
皆
さ
ん
も
大
歓
迎
で
す
。
是

非
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
日
時
／
平
成
二
十
四
年

　
　
　
　十
一
月
三
日（
土
）～
四
日（
日
）

短
大
十
二
期

伊
藤

　一
美

（
旧
姓

　高
橋
）

専
門
七
期高橋

興
亜

大
学
二
期

清
水
香
保
里
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第
四
回 

卒
業
研
究
発
表
会
の
開
催

　■ 

キ
ャ
ン
パ
ス
通
信 

■

　

二
月
十
日
に
第
三
回
卒
業
研
究
発
表
会
が
開
催
さ
れ
、
今
回
は
各

研
究
室
か
ら
二
十
八
報
の
研
究
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。
二
年
生
や
三

年
生
の
参
加
も
多
く
見
ら
れ
、
発
表
会
場
に
座
り
き
れ
な
い
ほ
ど
で

し
た
。
研
究
の
成
果
を
一
部
ご
紹
介
し
ま
す
。

微
生
物
研
究
質

・
浅
漬
け
ナ
ス
の
日
持
ち
に
及
ぼ
す
キ
ト
サ
ン
の
効
果

食
品
加
工
研
究
室

・
大
根
の
品
種
別
お
よ
び
部
位
に
よ
る
イ
ソ
チ
オ
シ
ア
ネ
ー
ト
含
有

量
の
比
較

食
品
学
第
一
研
究
室

・
抹
茶
と
米
粉
を
添
加
し
た
ク
ッ
キ
ー
に
関
す
る
研
究

調
理
科
学
研
究
室

・
パ
ン
の
歴
史

栄
養
学
研
究
室

・
高
タ
ン
パ
ク
質
食
に
お
け
る
カ
ゼ
イ
ン
並
び
に
グ
ル
テ
ン
量
が
生

体
内
ミ
ネ
ラ
ル
に
及
ぼ
す
影
響

食
品
衛
生
学
研
究
室

・
ジ
ャ
ガ
イ
モ
中
に
含
ま
れ
る
α
・
ソ
ラ
ニ
ン
及
び
α
・
チ
ャ
コ
ニ

ン
の
蛍
光
灯
照
射
に
よ
る
影
響

食
品
学
第
二
研
究
室

・
柑
橘
類
果
皮
の
機
能
性
と
利
用
特
性
に
つ
い
て

食
品
開
発
研
究
室

・
米
粉
の
用
途
拡
大
‐
米
粉
の
種
類
に
よ
る
ク
ッ
キ
ー
の
テ
ク
ス

チ
ャ
ー
変
化

食品学科　海外食事事情研修体　　育　　祭

聖  栄  葛  飾  祭

管理栄養学科　宿泊研修（日光）

食品学科　フィールド研修

第４回　フランス　平成23年２月10日～ 17日
　フランスのリヨン、パリを廻りました。リヨン近郊の料理学校で調理
実習を行い、郊外の菓子工場を見学しました。パリでは、食材店の視察
と歴史文化を堪能しました。

第５回　イタリア　平成24年２月16日～ 23日
　イタリアのローマ、フィレンツェへ。ローマのアグリトゥーリズモで
はクッキー作りを、フィレンツェでは中央市場で現地の食材視察をし、
イタリアの食と文化をたっぷり楽しみました。

　平成23年６月３日、体育祭が開催され、今年度も聖栄会は協賛参加
しました。当日は心配された天候も無事に回復し、100ｍ走や綱引き、
お楽しみレースなど数多くの競技が実施され、歓喜につつまれた体育祭
となりました。聖栄会では、優勝したクラスにチームワーク賞を、全員
出席した（出席率100％）１クラスに会長賞を贈呈しました。

　平成23年11月５・６日の両日、「Health＆Beauty ～食事から美しく！
食事から健康に！～」をテーマに、聖栄葛飾祭が開催されました。今年
度は栄養・食品関連企画の他、東日本大震災で大きな被害を受けた東北
地方を応援する企画も出展されました。聖栄会では、今年度もお茶席を
設け、多くの卒業生が来られました。また、恒例のチャリティーもちつ
きにも協賛参加いたしました。

　管理栄養学科新入生研修は震災の影響により４月は学内での研修となりまし
た。延期となっていた宿泊研修は日光へと場所を変え、９月24日、25日に実施
され、日光東照宮の参拝に始まり、セミナーやそば打ち体験、夜にはキャンプファ
イヤーなどが実施されました。翌日から始まる後期の授業に向けて、より仲間同
士の交流が深まり有意義な時間をともに過ごすことができました。

　１年生を対象に８月８日～ 10日に長
野県伊那地方においてフィールド研修が
実施されました。寒天工場見学、野菜収
穫体験ではジャガイモをはじめスイカや
トマトなど多くの野菜を収穫し、梱包、
配送作業も体験しました。郷土料理の五
平餅やお焼きの体験学習、蕎麦打ち、ソー
セージ作りなど食を学ぶためのプログラムが用意され、１年生は真剣に
取り組んでいました。今回のフィールド研修は、これから食品学科で学
ぶ礎となり、クラスの親睦を図ることもできました。


